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論文題目
個人知，組織知，及び社会知の知識「連結・統合J構成法と

情報通信分野への応用研究

審査結果の要旨

本論文は，個人知，組織知，及び社会知の知識「連結・統合J構成法とそれらの情報通信

分野への応用に関する研究成果をまとめたものである．

グローパル時代，クラウドコンピューティング時代，及び本格的な知識創造時代を展望し

て，情報通信産業界及びユーザ産業界が抱える f二つの重要課題j を設定した．第一の重要

課題は，情報通信産業界及びユーザ産業界を対象とする「人材の流動問題・結合問題j及び

「組織の知識・技術・経験の創造・伝達・継承問題Jである．第二の重要課題は，情報通信

産業界を対象とする「清報通信分野トータル・ソリューション企画・開発・提供問題j及び

「新産業分野創造をリードする母体産業界への産業進化問題jである． 「二つの重要課題J
を解決する共通の鍵として， 「ネットワークコラボレーション手法を活用した組織的知識創

造活動Jに着目し， 「個人ベースJ ' f組織内ベースJ ' 「組織間ベースJ，及び「地域社

会開ベースj の f知識の創造・伝達・継承問題j に還元し， 「組織知Jに加えて「社会知j

及び「個人知Jについても総合的に取り扱う，新規の知識「連結・統合J構成法を提案した．

具体的には， 「基本研究J ' f発展研究1, 2, 3 J，及び「情報通信分野への応用研究j

に区分して検討を行った． 「基本研究j として， 「組織的知識創造活動j の有効性，基本的

な知識「連結・統合j構成法とその「要素技術Jを明らかにした． 「発展研究lJ として，

個人知，組織知，及び社会知の連結・統合と共有・分有の「場jを創造することによって「ネ

ットワーク型社会知Jを構成する fディジタルビジネス型地域社会ネットワークシステムj

を明らかにした． 「発展研究むとして，シニア世代が中核となって活躍する「第二ピジネ

ス世界jの事業基盤を支える「ネットワーク型組織知J構成法及び「三層構造オープンイノ

ベーション基盤Jを明らかにした． 「発展研究3J として， 「個人知j の空間軸と時間軸を

総合力で統合する「進化するネットワーク型個人知」構成法を明らかにした． 「情報通信分

野への応用研究j として，知の連結・統合の「ネットワーク基本モデ、ノレj と情報通信産業界

が主導する「ネットワーク型産業知j構成法を明らかにした．

これらの成果は，情報通信t耕？の研究の特に社会システム分野において新たな知見を与えるものと
して斜面できる．従って，本論文は博士（工学）を授与するに値するものと認められる．


